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通期連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

2026年２月12日に公表しました2026年３月期（2025年４月１日～2026年３月31日）の業績予想と本日公表の

実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．2026年３月期業績予想と実績の差異 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当期純利益 

1 株 当 た り 

連結当期純利益 

前回発表（Ａ） 
百万円 

950 

百万円 

△163 

百万円 

△159 

百万円 

△151 

円 銭 

△2.94 

実績（Ｂ） 960 △117 △111 △99 △1.93 

差額（Ｂ－Ａ） 10 46 48 52 1.01  

増減率（％） 16.6 － － － － 

（ご参考）前期実績 

（2025年３月期） 
823 28 △58 △81 △2.62 

２．業績予想との差異の理由 

当社は、当社グループの主力製品である「commubo」、「telmee」及び「SITE PUBLIS Connect」の商品力強

化に主軸を置くとともに、既存事業の「SUPREE」の受注を中心に営業活動に取り組んでまいりました。 

売上高につきまして、既存事業の「SUPREE」は、顧客数が減少するものの、組込みソフトウェア分野での

開発や他社製品との連携の分野で優位性が発揮され、120百万円の計画に対し129百万円の売上計上となりま

した。 

「commubo」及び「telmee」は月額課金のストック型ビジネスであり、コールセンターを中心とするボイス

ボットニーズは高まりと、特定の業界・業種に精通している企業へのOEM提供によって販売効率を高めてまい

りました。今後も顧客数の伸びに応じて安定的な収益が堅調に推移するものと見込んでいるものの、その一

方で、将来導入を検討する潜在顧客も多くPoCや限定的な利用に留まるユーザが一定数存在し、本格的な運用

に至るまでに遅延が生じたことなどにより、新規獲得が計画に届かず387百万円の計画に対し375百万円の売

上計上となりました。 

「SITE PUBLIS」においては、企業におけるDX推進のニーズの高まりの中、企業にとってのWebサイトの重

要性が増していることから、既存顧客からの追加改修の案件を受注しております。その一方で、新規受託開

発売上においては顧客企業のビジネス環境の変化による大型開発の見送りやデリバリースケジュールの後ろ

倒しがあったものの、327百万円の計画に対し337百万円の売上計上となりました。 

また、新規事業であります「ＡＩデータセンター事業」及び「クリーンエネルギー事業」において積極的

に事業活動を行った結果、「ＡＩデータセンター向けのコンサルティング業務」や「ＡＩデータセンター向け

Cluster Engine販売代理店業務」等の開始に至っております。その他、「ＡＩデータセンター」向け製品の
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販売活動も行った結果、当連結会計年度におけるAIデータセンター関連事業は、114百万円の計画に対し118

百万円の売上計上となりました。 

 

 

以上のことから、売上高につきまして前回業績予想を上回りました。 

営業利益につきましては、外注費の削減を図ることによる売上原価の圧縮や販管費の縮減などによる効果

も現れはじめ、当連結会計年度におきましては前回業績予想を上回りました。 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、本日公表しました「特別利益の計上に関するお知らせ」

のとおり、株式の譲渡に関連する金銭債権に係る一部の支払などもあり、前回業績予想を上回りました。 

 

（注）上記の内容は、本日（2026年５月13日）公表の「2026年３月期決算短信【日本基準】（連結）」に反映し

ております。 

 

以 上 


